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を ｢物質｣､ ｢環境｣､ ｢情報｣､ ｢その他｣ に大きく分
けられており､ ｢物質｣ の10分類には ｢住居資源｣
や ｢リサイクル資源｣ など､ 主に材料に関わるもの




















領では､ 改訂時に総則で ｢環境の保全に貢献し｣ と
いう文言が付け加えられただけでなく､ 社会科､ 理
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化機関) の掲げる ｢持続可能な開発のための教育
















































































































































































































































































































１) 日本家政学会編： ｢家政学シリーズ25 生活資
源論｣ 朝倉書店 (1992)
２) (社) 資源協会編： ｢資源の有効利用と心豊か
な生活｣ (社) 資源協会pp.8-9 (1999)
３) 文部科学省： ｢高等学校学習指導要領解説家庭
編｣ 文部科学省､ p.4 (2010)
４) 枝廣淳子： ｢枝廣淳子の回収ルートをたどる旅｣
七つ森書店､ p.35 (2006)
５) (一社) プラスチック循環利用協会編： ｢プラ
スチックリサイクルの基礎知識2014｣､ (一社)
プラスチック循環利用協会､ p.5 (2014)
(受稿 平成28年５月12日, 受理 平成28年６月23日)
－ 89 －
－ 90 －
